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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 360,476 12.5 47,601 136.5 43,791 139.2 43,185 △38.7

2023年３月期第３四半期 320,523 6.7 20,127 － 18,308 － 70,504 －

（注）包括利益 2024年３月期第３四半期 60,509百万円 （△27.7％） 2023年３月期第３四半期 83,720百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 143.45 143.40

2023年３月期第３四半期 234.47 234.38

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 1,588,186 428,464 26.6

2023年３月期 1,587,834 377,633 23.5

（参考）自己資本 2024年３月期第３四半期 422,741百万円 2023年３月期 372,451百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 5.00 － 20.00 25.00

2024年３月期 － 12.50 －

2024年３月期（予想） 12.50 25.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 463,000 8.1 41,000 85.1 35,000 73.8 34,000 △40.1 112.94

１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期３Ｑ 323,462,920株 2023年３月期 323,462,920株

②  期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 22,388,184株 2023年３月期 22,482,684株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 301,052,541株 2023年３月期３Ｑ 300,691,851株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名　　　　　　　　－）、除外  －社  （社名　　　　　　　　－）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）１　株式給付信託が保有する当社株式を、期末自己株式数に含めております（2024年３月期３Ｑ 197,400

株、2023年３月期 285,900株）。また、株式給付信託が保有する当社株式を、期中平均株式数（四半期

累計）の計算において控除する自己株式に含めております（2024年３月期３Ｑ 217,610株、2023年３月

期３Ｑ 559,646株）。

２　持分法適用関連会社が保有する自己株式（当社株式）の当社帰属分を、期末自己株式数に含めておりま

す（2024年３月期３Ｑ 21,998,594株、2023年３月期 21,998,594株）。また、持分法適用関連会社が保

有する自己株式（当社株式）の当社帰属分を、期中平均株式数（四半期累計）の計算において控除する

自己株式に含めております（2024年３月期３Ｑ 21,998,594株、2023年３月期３Ｑ 21,998,594株）。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び不確

実な要因に係る仮定を前提として作成しており、実際の業績は異なる結果となる可能性があります。

　業績予想（2024年３月期の連結業績予想）に関する事項については、添付資料P.５「１．当四半期決算に関する定

性的情報（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、緩

やかな回復が続くことが期待されます。ただし、世界的な金融引締めにともなう影響や中国経済の先行き懸念など、

海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっております。また、物価上昇、金融資本市場の変動等の

影響に十分注意が必要な状況であります。

　このような状況の中、当社グループは、当第３四半期連結累計期間において、３ヵ年目となる「西武グループ中期

経営計画（2021～2023年度）」のもと、「「アフターコロナの社会における目指す姿」を見据え、コロナショックを

乗り越え、飛躍への道筋をつける。」をテーマに、「経営改革」「デジタル経営」「サステナビリティ」の３点を骨

子とした取り組みを進めてまいりました。

　「経営改革」については「アセットライトな事業運営」「損益分岐点の引き下げ」「ニューノーマルに合わせたサ

ービス変革」というテーマに加え、「都市交通・沿線事業の経営改革」に取り組んでまいりました。中でも「都市交

通・沿線事業の経営改革」については、2023年４月１日に西武鉄道株式会社が、中核事業である鉄道業、ならびに沿

線価値創造機能に特化するため、西武園ゆうえんちなど鉄道業以外の不動産を当社連結子会社である株式会社西武リ

アルティソリューションズへ移管いたしました。また、不動産回転型ビジネスを活用し、資本効率性を意識し、既存

保有資産の再開発資金への対応及び新規開発機会への投資もおこなっていくにあたり、みずほフィナンシャルグルー

プを協業パートナーに決定いたしました。

　「デジタル経営」については、「グループマーケティング基盤」の利活用を開始し、グループ顧客の拡充に向けた

サービス構築に取り組み、2024年１月より西武グループ共通ＩＤ「SEIBU Smile ID」の運用を開始いたしました。ま

た、管理系基幹システムのグループ共通システム化などを進め、業務改革、働き方改革を実現し、固定費削減に努め

ました。

　「サステナビリティ」については、引き続き安全、環境、社会、会社文化の４領域12項目のアジェンダにおいて持

続可能な社会実現のため「サステナビリティアクション」に取り組んでまいりました。環境領域において、西武バス

株式会社では2023年４月より100％再生エネルギーで走る大型電気路線バスの導入を開始し、箱根湯の花プリンスホ

テルにおいては、2023年６月より神奈川県で初となるバイナリー発電設備を導入いたしました。また、西武鉄道株式

会社においては、2024年１月より西武鉄道全線で使用する全ての電力を100％再生可能エネルギー由来の電力とし、

実質ＣＯ₂排出ゼロでの運行を開始しております。

　当第３四半期連結累計期間における経営成績の概況は、新型コロナウイルス感染症の５類移行にともなう需要の増

加を着実に取り込み、加えて値上げの取り組みにより、営業収益は、3,604億76百万円と前年同期に比べ399億52百万

円の増加（前年同期比12.5％増）となりました。営業利益は、増収により、476億１百万円と前年同期に比べ274億74

百万円の増加（同136.5％増）となり、償却前営業利益は、876億64百万円と前年同期に比べ262億24百万円の増加

（同42.7％増）となりました。

　経常利益は、437億91百万円と前年同期に比べ254億83百万円の増加（同139.2％増）となり、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は、前期に計上したザ・プリンス パークタワー東京などの譲渡にともなう反動減などにより、431億

85百万円と前年同期に比べ273億19百万円の減少（同38.7％減）となりました。
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セグメントの名称

営業収益 営業利益 償却前営業利益

当第３四半期

連結累計期間

前年同期比

増減

前年同期比

増減率 (%)

当第３四半期

連結累計期間

前年同期比

増減

前年同期比

増減率 (%)

当第３四半期

連結累計期間

前年同期比

増減

前年同期比

増減率 (%)

 都市交通・沿線事業 111,182 7,646 7.4 15,230 8,602 129.8 30,878 9,173 42.3

 ホテル・レジャー事業 171,768 25,905 17.8 18,114 16,918 － 29,720 15,103 103.3

 不動産事業 59,470 4,201 7.6 10,842 1,704 18.7 19,475 1,584 8.9

 その他 35,444 3,868 12.3 2,817 987 54.0 5,928 1,152 24.1

 合計 377,865 41,622 12.4 47,004 28,212 150.1 86,003 27,014 45.8

 調整額 △17,389 △1,669 － 597 △737 △55.3 1,661 △789 △32.2

 連結数値 360,476 39,952 12.5 47,601 27,474 136.5 87,664 26,224 42.7

2023年３月期

第３四半期

連結累計期間

2024年３月期

第３四半期

連結累計期間

増減額

営業収益 103,535 111,182 7,646

　鉄道業 67,262 75,201 7,938

　バス業 16,648 17,933 1,284

　沿線生活サービス業 14,526 13,636 △890

　スポーツ業 2,278 1,611 △666

　その他 2,818 2,799 △19

　各セグメントにおける業績は以下のとおりであります。

　なお、第１四半期連結会計期間よりセグメントの区分を変更しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位：百万円）

　（注）１　調整額については、主に連結会社間取引消去等であります。

　　　　２　償却前営業利益は、営業利益に減価償却費及びのれん償却額を加えて算定しております。

　　　　３　第１四半期連結会計期間より、以下３点につき、グループ内の専門性強化の観点からセグメント区分

　　　　　　を変更しており、前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えて比

　　　　　　較しております。

　　　　　　・都市交通・沿線事業に含んでいた西武園ゆうえんち等について、ホテル・レジャー事業へ移管。

　　　　　　・都市交通・沿線事業に含んでいたとしまえん跡地賃貸等について、不動産事業へ移管。

　　　　　　・不動産事業に含んでいた一部ゴルフ場等運営管理について、ホテル・レジャー事業へ移管。

（都市交通・沿線事業）

　都市交通・沿線事業の内訳は鉄道業、バス業、沿線生活サービス業、スポーツ業、その他であり、それぞれの営業

収益は以下のとおりであります。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　（注）　第１四半期連結会計期間より、「都市交通・沿線事業の経営改革」にともない、都市交通・沿線事業の内

訳を変更しております。前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替え

て比較しております。

　鉄道業では、としまえん跡地に開業した「ワーナー ブラザース スタジオツアー東京 - メイキング・オブ・ハリ

ー・ポッター」と連携し、池袋駅と豊島園駅のリニューアルやフルラッピング電車「スタジオツアー東京 エクスプ

レス」の運行を実施し、豊島園駅周辺エリアの活性化に取り組みました。

　バス業では、高速バスの一部減便はあるものの、需要の回復に合わせて運行ダイヤを順次戻し、着実に需要の取り

込みができるよう努めました。

　都市交通・沿線事業の営業収益は、リモートワークの定着などにより定期利用の回復は限定的であるものの、新型

コロナウイルス感染症の５類移行にともなう需要の増加を着実に取り込み、定期外利用やレジャー施設の利用が進

み、1,111億82百万円と前年同期に比べ76億46百万円の増加（同7.4％増）となりました。なお、鉄道業の旅客輸送人

員は前年同期比5.4％増（うち定期4.0％増、定期外7.5％増）、旅客運輸収入は、前年同期比12.2％増（うち定期

9.7％増、定期外14.1％増）となりました。営業利益は、152億30百万円と前年同期に比べ86億２百万円の増加（同

129.8％増）となり、償却前営業利益は、308億78百万円と前年同期に比べ91億73百万円の増加（同42.3％増）となり

ました。
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2023年３月期

第３四半期

連結累計期間

2024年３月期

第３四半期

連結累計期間

増減額

営業収益 145,862 171,768 25,905

　国内ホテル業（保有・リース） 90,739 102,282 11,542

　国内ホテル業（ＭＣ・ＦＣ） 2,339 8,666 6,326

　海外ホテル業（保有・リース） 22,396 27,253 4,856

　海外ホテル業（ＭＣ・ＦＣ） 189 337 148

　スポーツ業（保有・リース） 12,588 10,595 △1,993

　スポーツ業（ＭＣ・ＦＣ） 128 1,480 1,352

　その他 17,479 21,152 3,672

（ホテル・レジャー事業）

　ホテル・レジャー事業の内訳は国内ホテル業（保有・リース）、国内ホテル業（ＭＣ・ＦＣ）、海外ホテル業（保

有・リース）、海外ホテル業（ＭＣ・ＦＣ）、スポーツ業（保有・リース）、スポーツ業（ＭＣ・ＦＣ）、その他で

あり、それぞれの営業収益は以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

　（注）　第１四半期連結会計期間より、「都市交通・沿線事業の経営改革」にともない、ホテル・レジャー事業の

内訳を変更しております。前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替

えて比較しております。

　国内ホテル業では、ホテルオペレーターである株式会社西武・プリンスホテルズワールドワイドが運営をおこな

う、Ｇ７広島サミットの主会場となったグランドプリンスホテル広島、外相会合の会場となった軽井沢プリンスホテ

ル、気候・エネルギー・環境大臣会合の会場となった札幌プリンスホテルの３ホテルで、観光品質認証制度「サクラ

クオリティ」及びＳＤＧｓを実践する宿泊施設の国際認証「Sakura Quality An ESG Practice（通称：サクラクオリ

ティグリーン）」を同時取得するなどお客さまに安全・安心を追求したサービスを引き続き提供できるよう努めてま

いりました。サービスの向上に合わせ、レベニューマネジメントを強化し、値上げに取り組んでおります。引き続き

新規出店も進めており、「グランドプリンスホテル大阪ベイ」を2023年７月１日にリブランドオープンいたしまし

た。

　海外ホテル業では、株式会社西武・プリンスホテルズワールドワイドが北野合同建物株式会社の米国法人Kitano 

Arms Corporationと、ニューヨークのホテル「ザ・プリンス キタノ ニューヨーク（旧：ザ・キタノホテル ニュー

ヨーク）」を2023年12月１日にリブランドオープンいたしました。また、ステイウェル ホールディングス Pty Ltd

がライフスタイル型ブランド「Park Proxi」でオーストラリア初出店となる「Park Proxi Gibraltar Bowral」を

2023年９月６日にリブランドオープンいたしました。

　そのほか、2023年４月１日より株式会社横浜八景島が「西武園ゆうえんち」の運営を受託し、新体制による営業を

おこなっております。

　ホテル・レジャー事業の営業収益は、国内ホテルやハワイ、レジャー施設において回復に向かう需要に加え、イン

バウンド需要の着実な取り込みや値上げの取り組みなどにより、1,717億68百万円と前年同期に比べ259億５百万円の

増加（同17.8％増）となりました。なお、国内ホテル業のＲｅｖＰＡＲ（注）については、13,558円と前年同期に比

べ5,527円増となりました。営業利益は、増収により、181億14百万円と前年同期に比べ169億18百万円の増加とな

り、償却前営業利益は、297億20百万円と前年同期に比べ151億３百万円の増加（同103.3％増）となりました。

　（注）ＲｅｖＰＡＲとは、Revenue Per Available Roomの略であり、宿泊に係る収入を客室総数で除したものであ

ります。
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2023年３月期

第３四半期

連結累計期間

2024年３月期

第３四半期

連結累計期間

増減額

営業収益 55,269 59,470 4,201

　不動産賃貸業 31,840 33,151 1,310

　その他 23,428 26,319 2,890

（不動産事業）

　不動産事業の内訳は不動産賃貸業、その他であり、それぞれの営業収益は以下のとおりであります。

　                                                                                  （単位：百万円）

　（注）　第１四半期連結会計期間より、「都市交通・沿線事業の経営改革」にともない、不動産事業の内訳を変更

しております。前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えて比較し

ております。

　不動産賃貸業では、西武鉄道沿線の遊休地を活用した賃貸ガレージハウスのプロジェクト第２号物件となる「エミ

ベース 小手指」の竣工を2024年２月末に予定しております。

　また、ＰＭ、ＢＭ業務の内製化など、固定費削減策に取り組みました。

　不動産事業の営業収益は、西武造園株式会社における工事出来高の増加や東京ガーデンテラス紀尾井町におけるテ

ナント入居の影響などにより594億70百万円と前年同期に比べ42億１百万円の増加（同7.6％増）となり、営業利益

は、108億42百万円と前年同期に比べ17億４百万円の増加（同18.7％増）となり、償却前営業利益は、194億75百万円

と前年同期に比べ15億84百万円の増加（同8.9％増）となりました。

（その他）

　スポーツ事業においては、ベルーナドームを最大限活用したサービスや演出、イベント開催などにより、楽しんで

いただけるスポーツ・エンターテインメント体験の提供に努めてまいりました。伊豆箱根事業ではバス事業を中心に

回復に向かう観光需要の取り込みに努めたほか、近江事業においては、鉄道事業の公有民営方式による上下分離移行

に向けた準備などを進めてまいりました。

　営業収益は、埼玉西武ライオンズの観客動員数の増加や、グッズ販売の好調などにより、354億44百万円と前年同

期に比べ38億68百万円の増加（同12.3％増）となり、営業利益は、28億17百万円と前年同期に比べ９億87百万円の増

加（同54.0％増）となり、償却前営業利益は、59億28百万円と前年同期に比べ11億52百万円の増加（同24.1％増）と

なりました。

　また、都市交通・沿線事業及びホテル・レジャー事業におけるスポーツ業、ならびにその他に含まれるスポーツ事

業の営業収益の合計は、320億94百万円であり、前年同期に比べ５億85百万円の増加（同1.9％増）となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、前回公表時（2023年９月28日）と変更ありません。

　なお、2023年９月28日において、2023年５月11日に公表した連結業績予想を変更いたしました。詳細につきまして

は、同日公表の「2024年３月期第２四半期(累計)および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,988 24,414

受取手形、売掛金及び契約資産 29,991 31,470

分譲土地建物 5,322 5,028

商品及び製品 1,151 1,192

未成工事支出金 102 430

原材料及び貯蔵品 3,169 4,009

その他 28,744 24,047

貸倒引当金 △95 △91

流動資産合計 94,373 90,501

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 497,252 486,016

機械装置及び運搬具（純額） 62,947 63,744

土地 660,547 661,637

リース資産（純額） 13,807 14,382

建設仮勘定 127,105 130,364

その他（純額） 17,087 15,752

有形固定資産合計 1,378,748 1,371,898

無形固定資産

リース資産 24 19

その他 23,221 22,744

無形固定資産合計 23,245 22,764

投資その他の資産

投資有価証券 61,617 73,631

長期貸付金 269 270

退職給付に係る資産 15,893 14,837

繰延税金資産 5,330 4,463

その他 8,654 10,104

貸倒引当金 △299 △285

投資その他の資産合計 91,466 103,021

固定資産合計 1,493,460 1,497,684

資産合計 1,587,834 1,588,186

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,566 14,946

短期借入金 131,537 131,110

リース債務 1,136 976

未払法人税等 9,603 5,752

前受金 103,280 118,202

賞与引当金 5,871 2,968

債務保証損失引当金 809 －

その他の引当金 1,977 1,933

資産除去債務 66 64

その他 96,018 56,470

流動負債合計 367,867 332,425

固定負債

社債 50,000 50,000

長期借入金 593,136 569,494

鉄道・運輸機構長期未払金 6,014 4,330

リース債務 10,563 11,131

繰延税金負債 104,326 114,669

再評価に係る繰延税金負債 7,829 7,827

役員退職慰労引当金 431 422

役員株式給付引当金 279 308

その他の引当金 69 86

退職給付に係る負債 19,809 20,046

資産除去債務 1,556 1,112

持分法適用に伴う負債 15,449 14,899

その他 32,865 32,966

固定負債合計 842,333 827,295

負債合計 1,210,201 1,159,721

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 50,000

資本剰余金 96,519 96,519

利益剰余金 241,154 274,550

自己株式 △53,174 △53,011

株主資本合計 334,499 368,058

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,227 17,762

土地再評価差額金 11,580 11,578

為替換算調整勘定 15,431 24,165

退職給付に係る調整累計額 2,711 1,177

その他の包括利益累計額合計 37,951 54,683

新株予約権 193 184

非支配株主持分 4,988 5,537

純資産合計 377,633 428,464

負債純資産合計 1,587,834 1,588,186
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

営業収益 320,523 360,476

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 270,411 283,329

販売費及び一般管理費 29,984 29,544

営業費合計 300,395 312,874

営業利益 20,127 47,601

営業外収益

受取利息 5 11

受取配当金 886 1,084

バス路線運行維持費補助金 370 350

その他 3,804 1,607

営業外収益合計 5,067 3,054

営業外費用

支払利息 5,874 5,674

持分法による投資損失 12 87

その他 999 1,101

営業外費用合計 6,886 6,864

経常利益 18,308 43,791

特別利益

固定資産売却益 79,962 6,858

工事負担金等受入額 50 1,797

補助金収入 18 55

投資有価証券売却益 1,164 －

受取承諾料 － ※ 10,800

その他 293 736

特別利益合計 81,489 20,247

特別損失

減損損失 22,034 999

固定資産売却損 0 25

固定資産除却損 1,183 1,012

工事負担金等圧縮額 50 1,781

固定資産圧縮損 17 50

投資有価証券評価損 141 0

その他 158 218

特別損失合計 23,586 4,089

税金等調整前四半期純利益 76,211 59,950

法人税、住民税及び事業税 10,680 8,065

法人税等調整額 △6,095 8,132

法人税等合計 4,585 16,197

四半期純利益 71,625 43,752

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,120 567

親会社株主に帰属する四半期純利益 70,504 43,185

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 8 -

㈱西武ホールディングス（9024）　2024年３月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

四半期純利益 71,625 43,752

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,451 9,534

為替換算調整勘定 15,176 8,756

退職給付に係る調整額 △1,630 △1,533

その他の包括利益合計 12,094 16,756

四半期包括利益 83,720 60,509

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 82,573 59,918

非支配株主に係る四半期包括利益 1,146 590

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

※　受取承諾料

　　当第３四半期連結累計期間に計上した受取承諾料は、当社の連結子会社である西武鉄道株式会社の保有する土

地の賃貸先変更にともない発生した承諾料であります。

（単位：百万円）

都市交通

・沿線事業

（注）１

ホテル・

レジャー事業

（注）１

不動産事業

（注）１

その他

（注）２
合計

調整額

（注）３

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）４

営業収益 103,535 145,862 55,269 31,576 336,243 △15,719 320,523

セグメント利益 6,628 1,196 9,137 1,829 18,792 1,335 20,127

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　第１四半期連結会計期間より、以下３点につき、グループ内の専門性強化の観点からセグメント区分を変更

　　　　　していることから、前第３四半期連結累計期間の数値を変更後のセグメント区分に組み替えております。

　　　　　・都市交通・沿線事業に含んでいた西武園ゆうえんち等について、ホテル・レジャー事業へ移管。

　　　　　・都市交通・沿線事業に含んでいたとしまえん跡地賃貸等について、不動産事業へ移管。

　　　　　・不動産事業に含んでいた一部ゴルフ場等運営管理について、ホテル・レジャー事業へ移管。

　　　２　「その他」の区分には、伊豆箱根事業、近江事業、スポーツ事業及び新規事業を含んでおります。

　３　調整額の内容は以下のとおりであります。

　　(1) 営業収益の調整額△15,719百万円については、主に連結会社間取引消去等であります。

　　(2) セグメント利益の調整額1,335百万円については、主に連結会社間取引消去等であります。

　４　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「ホテル・レジャー事業」セグメントにおいて21,134百万円の減損損失を計上しております。

　なお、上記１（注）１に記載のとおり変更後のセグメント区分に組み替えております。

　また、減損損失の計上額は、前第３四半期連結累計期間においては22,034百万円であります。
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（単位：百万円）

都市交通

・沿線事業

ホテル・

レジャー事業
不動産事業

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

営業収益 111,182 171,768 59,470 35,444 377,865 △17,389 360,476

セグメント利益 15,230 18,114 10,842 2,817 47,004 597 47,601

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分には、伊豆箱根事業、近江事業、スポーツ事業及び新規事業を含んでおります。

　２　調整額の内容は以下のとおりであります。

　　(1) 営業収益の調整額△17,389百万円については、主に連結会社間取引消去等であります。

　　(2) セグメント利益の調整額597百万円については、主に連結会社間取引消去等であります。

　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。
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